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平成２３年２月１日 

D I ニ ュ ー ス 薬剤部 薬品情報係 

（薬品名） ジクアス点眼液 3% 市販直後調査 平成 22 年 12 月～平成 23 年 6 月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

DIQUAS ophthalmic solution 3% 

5mL/瓶 １mL 中ジクアホソルナトリウム 30mg 含量 

ジクアホソルナトリウム点眼液 

参天製薬 

2010 年 12 月 

623.40 円/１瓶 

871319 

ドライアイ治療剤 

効能・効果 ドライアイ 

用法・用量 通常、１回１滴、１日６回点眼する。 

禁忌 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

相互作用 － 

副作用 その他 刺激感など 

備考 含水性ソフトコンタクトレンズ装用時の点眼は避けるよう指導すること。 

（薬品名） エリザスカプセル外用 400μg 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Erizas Capsule for Nasal spray 400μg 

本剤は 1 カプセル中、デキサメタゾンシペシル酸エステル 400μg を含有 

デキサメタゾンシペシル酸エステルカプセル外用 

日本新薬 

2009 年 12 月 

134.50 円/１Cap 

871329 

粉末噴霧式アレルギー性鼻炎治療剤 

効能・効果 アレルギー性鼻炎 

用法・用量 通常、成人には 1 回 1 カプセル（デキサメタゾンシペシル酸エステルとして 400μg）を 1 日 1 回専用噴霧器を用い 

て鼻腔に噴霧する。 

禁忌 ①有効な抗菌剤の存在しない感染症、全身の真菌症の患者 

②本剤の成分に対して過敏症の既往歴のある患者 

相互作用 － 

副作用 重大な副作用 アナフィラキシー様症状（類薬） 

その他 ALT（GPT）上昇など 

備考 専用噴霧器（ツインライザー TM ）を用い、使用説明書に従って息を止めた状態で鼻腔内に 4 回噴霧させること 

新規採用医薬品通知
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●2 月 1 日より 

FAD 点眼液 0.05% 5mL 

イリコロン M 配合錠 

削除 

削除 

オルベスコ 200μｇインヘラー 56 吸入用 （小児への適応追加） 

気管支喘息 

小児

通常、小児にはシクレソニドとして 100～200μg を 1 日 1 回吸入投与する。なお、 

良好に症状がコントロールされている場合は 50μg1 日 1 回まで減量できる。 

アルタット Cap75mg （小児への適応追加） 

胃潰瘍，十二指腸潰瘍，吻合部潰瘍，逆流性食道炎、Zollinger-Ellison 症候群 

通常，小児にはロキサチジン酢酸エステル塩酸塩として，体重 30kg 未満では 1 

回 37.5mg を，体重 30kg 以上では 1 回 75mg を 1 日 2 回（朝食後，就寝前又は夕食 

後）経口投与する． 

麻酔前投薬 

通常，小児にはロキサチジン酢酸エステル塩酸塩として，体重 30kg 未満では 1 

回 37.5mg を，体重 30kg 以上では 1 回 75mg を手術前日就寝前及び手術当日麻酔 

導入 2 時間前の 2 回経口投与する． 

下記疾患の胃粘膜病変(びらん，出血，発赤，浮腫)の改善 

急性胃炎，慢性胃炎の急性増悪期 

通常，小児にはロキサチジン酢酸エステル塩酸塩として，体重 30kg 未満では 1 

回 37.5mg を，体重 30kg 以上では 1 回 75mg を 1 日 1 回（就寝前又は夕食後）経口 

投与する． 

カロナール細粒 20％ （1） 下記の疾患並びに症状の鎮痛 

頭痛，耳痛，症候性神経痛，腰痛症，筋肉痛，打撲痛，捻挫痛，月経痛，分娩後 

痛，がんによる疼痛，歯痛，歯科治療後の疼痛，変形性関節症 

通常，成人にはアセトアミノフェンとして，1 回300 ～1000mgを経口投与し，投与 

間隔は４～６時間以上とする。なお，年齢，症状により適宜増減するが，１日総量と 

して4000mg を限度とする。また，空腹時の投与は避けさせることが望ましい。 

（3） 小児科領域における解熱・鎮痛 

通常，乳児，幼児及び小児にはアセトアミノフェンとして，体重1kgあたり1回10～ 

15mgを経口投与し，投与間隔は４～６時間以上とする。なお，年齢，症状により適 

宜増減するが，1日総量として60mg/kgを限度とする。ただし，成人の用量を超えな 

い。また，空腹時の投与は避けさせることが望ましい。 

削除医薬品通知 

適応追加通知
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